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1. 導入

物理学のあらゆる領域で古典場の理論が有用（インフレーション、原子核構造・・・）

QGP古典ヤンミルズ場

・古典場の不安定性の成長が急速な圧力の等方化やエントロピー生成を導く
(Epelbaum and Gelis) (Kunihiro et.al.)

・古典場に続く領域を記述するダイナミクスの初期条件を与える

古典場＋流体模型（Gale et.al.）
古典場＋ボルツマン方程式＋流体模型（Kurkela et.al.）

ほぼ完全流体

相対論的重イオン衝突の熱化過程
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古典場の持つずり粘性は？
まずは簡単な模型である古典
スカラーのずり粘性を調べる
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2. 手法と結果

perturbative results(Jeon and Yaffe, 1995)

KSS bound(Kovtun, Son 
and Starinets, 2007)

𝑎 = 3/𝑇

𝑎 = 1/3𝑇

𝑎 = 1/𝑇

KSS bound < 古典場の粘性 < 摂動論の粘性
Kovtun et.al. Jeon and Yaffe    

・ずり粘性・グリーン・久保公式

・古典統計近似

古典熱平衡期待値

多くの古典熱平衡系
のアンサンブル平均


